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26
号
台
風
で
被
災
さ
れ
た

大
島
町
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
宅
村
総
務
課
防
災
担
当

に
よ
る
と
26
号
台
風
は
、
人

的
、
家
屋
被
害
は
な
く
倒
木

２
ヶ
所
、
海
岸
・
雄
山
の
通

行
止
め
３
ヶ
所
程
度
。
防
災

放
送
で
16
日
正
午
か
ら
数
回

に
わ
た
り
避

難
と
注
意
を

呼
び
か
け
避

難
所
に
は
、

伊
豆
地
区
15

人
、
阿
古
１
人
、
坪
田
２
人

が
避
難
し
た
が
、
砂
防
ダ
ム

の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
た
。

　

18
日
東
京
都
が
「
伊
豆
大

島
台
風
26
号
災
害
東
京
都
義

援
金
」
の
口
座
を
開
い
た
。

　

金
融
機
関　

み
ず
ほ
銀

行
東
京
都
出
張
所
店
番
号

７
７
７
口
座
番
号
（
普
）

１
０
５
７
９
３
９　

口
座
名

　

伊
豆
大
島
等
台
風
26
号
災

害
東
京
都
義
援
金

　

大
島
町
で
も
義
援
金
受
付

を
準
備
中
（
19
日
現
在
）
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
21
日

都
義
援
金
に
応
じ
た
。

12
月
２
日
（
見
積
も
り
）
。
国
・

都
・
村
支
援
金
も
平
成
26
年

度
で
打
切
り
な
ど
。

　

規
制
解
除
に
よ
り
開
店

し
た
空
港
前
そ
ば
処
「
彦

七
」
店
主
渡
辺
孝
男
さ
ん
は

「
や
っ
と
か
！
良
か
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。
サ
ン
ラ
イ

ズ
の
寺
澤
晴
男
さ
ん
も
来
春

開
店
を
準
備
中
。
危
険
な
建

築
物
や
家
族
全
部
で
住
め
な

い
等
課
題
も
あ
る
が
噴
火
13

年
目
で
よ
う
や
く
再
生
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

７
月
１
日
、
三
池
・
沖
ヶ

平
地
区
（
高
濃
度
地
区
）
を

準
居
住
地
区
に
緩
和
。
解
除

後
の
条
件
は
、
高
感
度
受
性

者
及
び
19
歳
未
満
者
は
居
住

禁
止
、
小
型
脱
硫
装
置
設
置
、

ガ
ス
マ
ス
ク
の
常
時
携
帯
緩

和
。
他
に
同
地
区
の
被
災
建

築
物
等
の
解
体
撤
去
期
限
も

　

９
月

18
日
三
宅
村
定

例

村

議

会

は
、

人

口

透

析

装

置

機

器

購

入

金

額

１
千
９
６
３
万
５
千
円
を
承

認
。
11
月
末
に
工
事
を
終
了
、

今
年
度
開
設
を
予
定
。

　

個
人
用
透
析
装
置
４
機
設

置
、
４
人
を
受
け
入
れ
。
月
・

水
・
金
で
診
療
す
る
。
村
調

べ
で
は
、
希
望
者
は
８
人
お

り
内
３
人
は
在
京
者
、
帰
島

を
希
望
し
て
い
る
が
症
状
を

見
て
決
め
た
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
８
月
よ
り
臨
床
工

学
技
士
は
採
用
し
て
お
り
、

現
在
看
護
師
２
人
を
募
集
し

て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
18

年
、
19
年
１
月
の
村
等
に
対

す
る
要
望
書
提
出
以
降
、
千

名
以
上
の
請
願
署
名
等
の
努

力
で
実
現
し
た
。

家主が放置、三池の危険建造物（10月 19日撮影）

来春の開設を待つ工事中の診療所
規
制
解
除
に
喜
び
の
声

三宅でも 18人避難
台風被害の大島にお見舞いを会長

時評

人工透析来春から
個人用４機を設置

　16 日、伊豆大島を台風 26

号が襲い大きな被害を出した。

高濃度地区の規制が解除され、

島民から喜びの声が聞かれる

三宅島でも 18 人が避難した。

被害を受けた大島にふるさと

ネットも義援金をお贈りした。
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９
月
14
日
（
土
）
、
日
本

体
育
大
学
で
「
三
宅
島
か
ら

福
島
へ
エ
ー
ル
―
２
０
０
０

年
三
宅
島
雄
山
噴
火
の
教
訓

を
活
か
し
て
―
」
と
題
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
今
年
１
月
に
大
森
哲
至

先
生
（
以
前
新
報
に
て
紹
介
）

と
共
に
島
で
ス
ト
レ
ス
度
調

査
を
行
っ
た
藤
森
立
男
先
生

（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
教

授
）
と
精
神
科
医
の
石
垣
琢

磨
先
生
が
企
画
を
立
て
、
実

現
し
た
も
の
。
福
島
県
と
三

宅
島
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害

に
お
い
て
共
通
の
経
験
を
し

た
人
々
が
情
報
を
共
有
し
今

後
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

狙
い
だ
。

　

大
森
先
生
は
冒
頭
で
、「
三

宅
島
の
災
害
は
05
年
避
難
指

示
解
除
を
も
っ
て
収
束
し
た

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
ま
だ

避
難
生
活
は
続
い
て
お
り
、

完
全
に
収
束
し
た
と
は
言
え

な
い
。
福
島
県
で
も
、
現
在

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
住
民
か
ら
は
避
難

生
活
が
続
く
こ
と
へ
の
不
安

の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
」
と

話
し
た
上
で
、
「
三
宅
島
で

の
経
験
を
、
福
島
県
で
の
今

後
の
被
災
者
支
援
に
生
か
す

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
確

認
し
合
い
た
い
」と
続
け
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

元
三
宅
高
校
校
長
の
松
尾
駿

一
さ
ん
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

佐
藤
就
之
会
長
、
そ
し
て
福

島
県
か
ら
の
避
難
を
受
け
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
と

み
お
か
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
た
市

村
高
志
さ
ん
に
よ
り
、
災
害

当
時
の
避
難
状
況
や
支
援
の

課
題
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
松
尾
さ
ん
は

震
災
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の

避
難
生
活
に
焦
点
を
当
て
た

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
避
難

は
、
噴
火
直
後
の
島
内
と
秋

川
避
難
所
に
分
け
ら
れ
る
。

島
内
で
の
避
難
生
活
は
、
地

震
、
噴
火
、
泥
流
の
連
続
で
、

「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し

た
そ
う
だ
。

　

そ
の
後
の
島
外
避
難
は
、

秋
川
避
難
所
で
行
っ
た
。
こ

こ
で
は
生
活
の
場
と
学
習
の

場
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
年
齢
の
幅
が
広

い
こ
と
や
避
難
期
間
が
未
定

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
不
安
が

大
き
か
っ
た
。
小
学
生
の
場

合
、
「
家
に
帰
り
た
い
」
と

泣
き
な
が
ら
訴
え
て
い
た
そ

う
だ
。
高
校
生
の
場
合
に
は
、

「
不
満
は
あ
る
が
、
勉
強
や

食
事
、
寝
る
所
が
あ
り
、
幸

せ
」
、
「
頭
の
切
り
替
え
が
必

要
」
な
ど
前
向
き
な
声
も
聞

か
れ
た
と
い
う
。

　

続
い
て
佐
藤
会
長
は
、
三

宅
島
の
災
害
か
ら
13
年
経
っ

て
見
え
て
き
た
問
題
点
と
課

題
を
紹
介
（
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）
。

　

最
後
に
、
市
村
さ
ん
が
、

東
日
本
大
震
災
の
当
時
の
避

難
生
活
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

市
村
さ
ん
は
、
福
島
県
双

葉
郡
富
岡
町
で
被
災
。
震
度

６
強
、
津
波
は
県
内
最
大
の

21
ｍ
に
も
な
り
、
約
20
人
の

方
が
亡
く
な
っ
た
。
町
民

１
万
６
千
人
３
０
０
世
帯
が

県
外
に
散
り
、
離
散
し
た
家

庭
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

情
報
量
が
少
な
く
、
当
初
は

「
す
ぐ
帰
れ
る
だ
ろ
う
」
と

考
え
て
い
た
が
、
テ
レ
ビ
で

被
害
の
状
況
を
見
る
う
ち
に

少
し
ず
つ
「
帰
れ
な
い
」
と

感
じ
始
め
、
３
号
機
の
爆
発

で
「
も
う
帰
れ
な
い
」
と
確

信
し
た
そ
う
だ
。

　

現
在
は
都
内
で
避
難
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
子
ど
も
を

持
つ
30
か
ら
40
歳
代
の
親
た

ち
で
構
成
さ
れ
る
「
と
み
お

か
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
理
事
と
し
て
、
震
災

で
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
問

題
を
把
握
し
解
決
し
て
い
く

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日本体育大学で開催されたワークショップ

佐
藤
会
長
が
当
時
の
状
況
を

切
実
な
帰
れ
な
い
現
状

三
宅
島
の
教
訓
を
福
島
へ

公
開
シ
ン
ポ　

応
用
心
理
学
会
第
80
回
大
会
で

 

三
宅
島
の
教
訓
を
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
島
に
生
か
す
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
９
月
14
日
に
日
本
体
育
大
学
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

以
前
島
で
島
民
の
ス
ト
レ
ス
度
調
査
を
行
っ
た
玉
川
大
学
の
大
森
先
生
が
、
島
の
避
難
生
活

を
福
島
の
支
援
に
生
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
話
し
た
ほ
か
、
佐
藤
就
之
会
長
は
災
害
か
ら
13

年
で
見
え
て
き
た
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
発
表
を
し
た
。
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平
成
10
年
５
月
15
日
に
成

立
し
、
同
月
22
日
に
公
布
さ

れ
た
「
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
」
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
生
活
基
盤
を
失
っ
た
被

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

公
的
補
償
と
し
て
の
金
銭
の

支
給
を
認
め
た
画
期
的
な
法

律
で
し
た
。

　

し
か
し
、
制
定
当
初
の
支

給
額
は
最
大
１
０
０
万
円
で

し
た
し
、
住
宅
再
建
を
目
的

と
し
た
制
度
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
被
災
者
の
生
活
再
建
、

被
災
地
の
復
興
の
見
地
か
ら

は
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
批
判
を
受
け
て

同
法
は
そ
の
後
２
度
に
亘
り

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
16
年
改
正
で
は
支
援

金
が
最
大
３
０
０
万
円
ま
で

増
額
さ
れ
、
生
活
再
建
支
援

金
１
０
０
万
円
に
加
え
居
住

関
係
経
費
に
つ
い
て
も
様
々

な
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
２
０
０
万
円
ま
で

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
19
年
の
改
正

で
は
、
同
法
の
目
的
が
「
・
・
・

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を

支
給
す
る
た
め
の
措
置
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生

活
の
再
建
を
支
援
し
、
も
っ

て
住
民
の
生
活
の
安
定
と
被

災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

と
改
正
さ
れ
、
そ
の
他
収
入

要
件
、
年
齢
要
件
な
ど
様
々

な
支
給
要
件
が
撤
廃
さ
れ
る

と
と
も
に
、
使
途
を
限
定
し

な
い
（
実
費
と
し
て
支
出
し

た
額
の
み
認
め
後
に
精
算
を

必
要
と
し
た
従
来
の
実
費
積

上
方
式
を
廃
止
し
）
定
額
支

給
方
式
に
改
め
ら
れ
る
な
ど

同
法
制
定
当
初
か
ら
見
れ
ば

利
用
し
易
い
制
度
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
の

規
模
、
特
質
、
避
難
生
活
の

あ
り
方
に
よ
っ
て
は
最
大

３
０
０
万
円
の
支
援
金
の
み

で
は
同
法
が
目
的
と
し
て
定

め
る
「
住
民
の
生
活
の
安
定

と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興

に
資
す
る
こ
と
」
に
は
不
十

分
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

離
島
と
い
う
地
理
的
条
件

に
あ
る
三
宅
島
の
場
合
、
４

年
５
か
月
と
い
う
長
期
間
の

避
難
指
示
に
基
づ
く
避
難
生

活
と
避
難
指
示
解
除
後
も
速

や
か
な
帰
島
が
困
難
な
事
情

も
相
ま
っ
て
、
現
行
法
の
支

援
金
の
範
囲
で
は
避
難
島
民

の
生
活
の
安
定
は
十
分
図
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
よ
う
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

民
の
生
活
の
安
定
が
あ
っ
て

初
め
て
帰
島
後
の
島
の
復
興

が
可
能
と
な
る
の
で
す
か

ら
、
支
援
金
の
増
額
な
ど
支

援
の
あ
り
方
は
抜
本
的
に
再

検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
多
様
で
あ

り
、
ま
た
被
災
の
程
度
、
避

難
生
活
の
期
間
の
長
短
な
ど

被
災
者
の
支
援
の
必
要
性
も

災
害
に
よ
り
一
様
で
あ
り
ま

せ
ん
。
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
目
的
で
あ
る
被
災
者

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

人
間
の
復
興
の
原
点
に
立
ち

帰
っ
て
、
い
か
な
る
被
災
者

に
い
か
な
る
支
援
が
必
要

か
、
制
度
や
補
償
内
容
の
改

善
を
常
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

プロフィール
日本弁護士連合会　

　災害復興支援委員会

　副委員長

日本弁護士連合会　

　東日本大震災・原発

　事故等対策本部委員

東京弁護士会　

　東日本大震災復旧復

　興本部委員

災害復興まちづくり支援機構

　事務局長

災
者
に
対
す

る
公
的
補
償

の
必
要
性
が

強
く
認
識
さ

れ
た
こ
と
を

契

機

と

し

て
、
従
来
自

然
災
害
か
ら

の
回
復
は
自

助
努
力
に
よ

る
こ
と
が
原

則
で
あ
り
、

私
有
財
産
へ

の
公
的
補
償

は
認
め
な
い

と
す
る
根
強

い
反
対
論
を

突

き

崩

し

て
、
新
た
に

三宅島植林緑化プロジェクトにも参加し各被災地で活躍する安藤弁護士
　　　　　　　　　　　　　　（右から一人目、６月２日佐藤会長宅前で）

当
初
に
比
べ
利
用
し
や
す
く

で
も
３
０
０
万
円
で
は
…

安藤 建治氏弁護士

被災者支援 常に検証を
　平成 10 年に公布された「被災者生活再建支援

法」に関する意見を弁護士の安藤建治先生に寄

稿していただいた。現時点で被災者は、300 万

円まで支給金を受け取れるが、生活の再建のた

めにはこの金額では不十分で、先生は、常に支

援の体制を検証する必要があることを主張した。
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

　

「
第
60
回
青
空
フ
ェ
ス
タ
」

は
、
10
月
６
日
12
時
か
ら
18

時
ま
で
、
東
京
都
新
宿
区
の

神
楽
坂
商
店
街
で
開
催
さ
れ

た
。
雨
も
心
配
さ
れ
た
が
、

当
日
は
傘
を
さ
す
こ
と
は
な

く
、
近
隣
に
住
む
人
の
ほ
か
、

遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で
来
た

多
く
の
人
で
、
神
楽
坂
の
商

店
街
は
賑
わ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
島

の
様
子
や
島
の
味
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
売
り

上
げ
で
新
報
配
布
に
必
要
な

費
用
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

こ
の
青
空
フ
ェ
ス
タ
で
物
産

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

初
出
店
以
来
12
回
、
多
く

の
支
援
者
の
協
力
で
、
販
売

計
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で

を
実
施
。
ま
た
、
明
日
葉
や

里
芋
な
ど
の
品
物
は
、
光
安

千
久
子
副
会
長
と
佐
藤
就
之

会
長
の
努
力
が
支
え
と
な
っ

て
い
る
。
今
で
は
多
く
の
お

客
様
が
店
を
訪
れ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
品
物

を
買
う
際
に
、
島
に
関
す
る

様
々
な
話
を
し
て
く
れ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
物
品
の
販
売
だ
け
で

な
く
、
前
回
に
続
い
て
支
援

者
の
協
力
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
実
演
も
行
わ
れ
、
風
船
と

引
き
換
え
に
多
く
の
人
が
募

金
を
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
物
産
店
で
は
、
島

名
物
の
く
さ
や
、
里
芋
な
ど

の
野
菜
、
人
気
の
手
作
り
の

赤
飯
や
山
菜
お
こ
わ
、
揚
げ

た
て
の
明
日
葉
の
天
ぷ
ら
な

工
品
販
売
は
、
９
月
に
行
わ

れ
た
世
話
人
会
で
決
め
ら
れ

た
も
の
で
、
島
の
り
、
岩
の

り
（
佃
煮
）
、
に
が
た
け
（
漬

物
）
、
明
日
葉
ふ
り
か
け
な

ど
が
今
回
初
登
場
し
た
。
新

し
い
品
物
で
人
気
だ
っ
た
も

物
産
店
で
買
っ
た
三
宅
島
の

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
毎
回
、
青

空
フ
ェ
ス
タ
に
来
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
い
っ
た
声
が
数
多
く
聞
か

れ
た
。

嬉
し
い
「
楽
し
み
」
の
声

ご寄付者名

編
集
後
記

　

今
回
の
青
空
市
の
物
産
店

に
は
、
夏
に
三
宅
島
へ
一
緒

に
行
っ
た
友
人
が
客
と
し
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
会
長
や
副
会
長
に

お
礼
を
言
う
と
と
も
に
、
島

で
食
べ
た
明
日
葉
や
に
が
た

け
を
気
に
入
っ
た
の
で
買
い

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
人
が
増
え
る
よ
う
、

今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

列ができるほどの賑わいを見せた店

荻野和子様、遠山定雄様、

光安千久子様、高橋民夫様、

笹井美奈子様、浅井美子様、

芳賀雅美様、小林舞様、糸

井真由美様、井上綾様、湯

澤実咲様

（8月 15 日～ 10 月 17 日まで）

　ありがとうございました。

心より感謝申し上げます。

ど
の
定
番

品
に
加
え

て
、
新
た

に
、
ふ
り

か
け
な
ど

の
加
工
食

品
の
販
売

も
実
施
さ

れ
た
。

　

こ
の
加

揚げたてが味わえる明日葉の天ぷら

の
は
、
み
そ
汁
や

ラ
ー
メ
ン
に
入
れ
た

り
、
そ
の
ま
ま
で
も

食
べ
ら
れ
る
島
の
り

で
、
早
い
時
間
に
売

り
切
れ
た
。

　

ま
た
、
以
前
三
宅

島
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
人
も
来

店
し
て
、
「
島
で
食

べ
て
お
い
し
か
っ
た

か
ら
」
と
、
明
日
葉

や
に
が
た
け
を
購
入

し
て
い
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
物
産
店
に

き
た
お
客
様
か
ら

は
、
「
毎
年
、
こ
の

 

神
楽
坂
で
10
月
６
日
に
行
わ
れ
た
青
空
フ
ェ
ス
タ
で
、
ふ

る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
三
宅
島
物
産
店
を
開
い
た
。
ネ
ッ
ト
の
出

店
は
12
回
目
。
当
日
は
心
配
さ
れ
て
い
た
雨
も
降
ら
ず
、
各

商
店
の
売
り
出
し
や
実
演
販
売
を
目
当
て
に
訪
れ
た
人
に
、

勢
力
的
に
三
宅
島
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
な
お
、
売
上
金
の
一
部

を
、
三
宅
島
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

青空フェスタ 12回目の出店
新商品 島のりなども販売


